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２号機 原子炉建屋２階における自動火災報知設備の作動（非火災報）について

（続報） 

発生年月日 

発生時の状況 

 

平成１７年１０月２０日 

平成１７年１０月２０日午後２時３３分、原子炉建屋２階ディーゼル

発電機デイタンク（Ａ）室（放射線管理区域外）において、自動火災報

知設備が作動しました。 

直ちに現場の確認を行い、火災ではないことを確認しました。 

HTU平成１７年１０月２０日お知らせ済み

  機能確認のために運転していたディーゼル発電機（Ａ）の排ガス

が、デイタンク（Ａ）室の吸気口から室内に入り込み、火災報知器を動

作させたと推定しました。 

発生号機 ２号機 （定期点検中） 

 ：沸騰水型、定格電気出力８４万キロワット 

HTUお知らせ基準 UTH 「表２－１６」に該当します。 

原 因 

   排ガスにより火災報知器が動作しないような設備の改善を検討し

ていくとともに、同改善が完了するまでの間にディーゼル発電機の機

能確認を行う際は、当該室に監視人をつけ運転を実施することとしま

す。 

対 策 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/detail/246/data/171120kahougohou.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf


ディーゼル発電機（Ａ）排気管とデイタンク室吸排気口 
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